
イオン東北株式会社 福島事業部

会員と連携可能な強み 会員と連携して取り組みたい課題

にぎわい東北 地域がにぎわう循環型プロジェクト主な取組①

本プロジェクトでは、店舗で販売できずに廃棄していたパンの切れ端やお取引先さまの商品製造過程で出る規
格外の食品などを家畜の飼料や堆肥へ有効活用し、商品の開発や販売を行う「食とくらしの循環型サイクル」を
形成してまいります。
一例として、食品残渣からできた飼料などを食べて育った豚肉を商品化し、また食品残渣でできた培養土を商
品化することで、地域のお取引先さまと連携した持続可能な商品開発・販売に取り組んでいます。

・自社の施設を使って、地域住民へ広く啓蒙活動や
PR活動ができます。
・ＳＤＧｓに関わる商品の販売ができます。

・健康課題解決のための取り組み
・子育て支援の取り組み
・環境課題解決に向けた啓発活動

〒960-0194 福島県福島市南矢野目西荒田50-17
【H P】 https://aeontohoku.co.jp/
【TEL】 022-264-5909
【MAIL】 t_naitou@aeontohoku.co.jp（担当：内藤）

主な活動場所：福島県福島市、郡山市、白河市、いわき市、浪江町、広野町

今後、浪江町、双葉町で特定復興再生拠点区域の避難指示解除が段階的に見込まれるなか、買い物環境
確保の取組のひとつとして、イオン浪江店を拠点とした水素で走る「移動販売車」の運行を開始しました。
この取組は、日々のお買い物に不便を感じている皆さまのお買い物を支援すると同時に、地域の皆さまのコミュニ
ケーションの場にもなると考えています。
※この「移動販売車」の運行は、２０２２年５月３１日に締結しました「特定復興再生拠点区域等における
水素燃料電池自動車を活用した移動販売事業に関する基本協定」による取り組みです。

浪江町・双葉町内での水素で走る「移動販売車」運行主な取組②
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